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北
見
工
業
大
学
の
活
動
報
告

新
モ
ン
ゴ
ル
工
科
大
か
ら
招
へ
い

学
生
ら
、実
践
的
な
情
報
技
術
学
ぶ

今
年
２
月
24
日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
の
８
日
間
、

本
学
の
国
際
交
流
協
定
締
結
大
学
で
あ
る
新
モ
ン
ゴ

ル
学
園
新
モ
ン
ゴ
ル
工
科
大
学
の
学
生
10
名
、
教
員

１
名
を
招
へ
い
し
、
情
報
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
し
た
。

本
学
は
、
初
申
請
・
採
択
で
あ
り
、
事
務
手
続
き

で
は
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
担
当
者
か
ら

多
く
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
採
択
か
ら
実
施

ま
で
時
間
的
余
裕
が
な
く
、
焦
り
を
感
じ
な
が
ら
の

手
続
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
常
に
的
確
な
指
示
を
い

た
だ
き
、
一
つ
ず
つ
前
に
前
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
申
請
の
背
景
に
は
、
前
年
の
秋
に
両
学
の

ト
ッ
プ
同
士
の
相
互
訪
問
が
あ
り
、
そ
の
際
モ
ン
ゴ

ル
で
は
情
報
人
材
の
育
成
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申
請
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
実
際
に
技
術
活
用
し
て

い
る
「
カ
ー
リ
ン
グ
の
競
技
力
向
上
支
援
シ
ス
テ
ム

（
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
科
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
長
、
桝

井
文
人
教
授
）
」
と
「
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
（
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
長
、
升
井
洋
志
教
授
）
」

の
二
つ
の
異
な
る
研
究
分
野
を
通
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル

社
会
の
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
糸
口
を
見
出
せ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
し
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
の
競
技
力
向
上
支
援
シ
ス
テ
ム
で
は
、

モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
シ
ス
テ
ム
を
用
い
、
実
際

に
全
員
が
ス
ト
ー
ン
を
投
げ
、
そ
の
動
き
を
測
定
し
、

「V
isual3D

」
に
よ
り
デ
ー
タ
解
析
を
行
い
ま
し
た
。

重
心
の
動
き
や
関
節
角
度
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
方
法
を
学
び

ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ー
リ
ン
グ
経
験
者
の
投
石
フ
ォ

ー
ム
と
重
ね
合
わ
せ
、
重
心
の
位
置
や
投
げ
る
際
の

姿
勢
が
異
な
る
こ
と
を
知
り
、
カ
ー
リ
ン
グ
の
難
し

さ
も
体
感
し
た
よ
う
で
す
。
情
報
の
記
録
、
解
析
、

可
視
化
、
共
有
の
４
つ
の
技
術
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
モ
ン
ゴ
ル
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
活
用
を
検
討

す
る
学
生
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
は
、
本
学
の
升
井

教
授
が
作
成
に
携
わ
り
、
実
際
に
北
見
市
で
導
入
さ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
講
義
で
は
、
デ
ー
タ
の

集
積
か
ら
乗
客
に
位
置
情
報
を
提
供
さ
れ
る
ま
で
の

過
程
に
つ
い
て
の
詳
細
な
説
明
の
後
、
集
め
た
デ
ー

タ
を
分
析
し
、
路
線
毎
の
問
題
点
（
頻
繁
な
遅
延

等
）
を
見
つ
け
出
し
、
時
刻
表
の
改
訂
の
際
に
反
映

さ
れ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
、
北
見
た
ま
ね
ぎ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

用
い
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
紹
介
も
あ
り
、

研
究
か
ら
実
用
化
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
率
教
員
か
ら
は
、
ウ
ラ
ン
バ
ー

ト
ル
で
の
既
存
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
行
い
た
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
８
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
移
動

日
を
除
く
と
中
４
日
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加

学
生
達
は
、
毎
日
新
し
い
情
報
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
多
く
の
学
び
が
あ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
数
名
の
学
生
が
本
学
大
学
院
へ
の
進
学
を
希

望
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
入
学
に
つ
な
が
る
よ
う

に
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
好
循
環
な
学
生
交
流
が
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
本
学
な
ら
で
は
の
時
代
に
即
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
て
い
き
、
国
際
社
会
に
寄
与
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
改
め
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
354
回

＝
特
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＝
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■
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
の
後
日
談

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
本
学
へ
の
留
学

を
希
望
す
る
学
生
が
現
れ
た
こ
と
は
最
大
の
成
果
で

あ
り
、
非
常
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
、
実
際
に
来
日
し
、
本
学
な
ら
で
は
の
特
色
の
あ

る
高
度
な
研
究
に
触
れ
、
ま
た
、
親
身
に
な
っ
て
話

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
教
員
と
出
会
え
た
こ
と
が
、

安
心
感
に
つ
な
が
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
本
学

の
よ
う
な
小
規
模
な
単
科
大
学
で
も
、
魅
力
を
最
大

限
に
発
信
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
に
入
り
、
実
際
に
国
際
協

定
締
結
の
枠
組
み
で
新
モ
ン
ゴ
ル
工
科
大
学
よ
り
２

名
の
短
期
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
学
力
や

語
学
力
が
非
常
に
高
く
、
日
々
の
日
本
人
学
生
と
の

交
流
に
お
い
て
も
多
く
の
刺
激
を
与
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
他
、
今
年
度
秋
季
入
学
（
外
国
人
留
学

生
入
試
）
の
博
士
前
期
課
程
と
後
期
課
程
に
同
大
の

卒
業
生
各
１
名
が
願
書
を
提
出
し
、
大
学
院
へ
の
進

学
も
現
実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
次

年
度
編
入
学
試
験
に
も
同
学
園
の
２
名
の
学
生
よ
り

願
書
提
出
が
あ
り
、
７
月
１
日
の
試
験
に
臨
む
予
定

で
す
。
ま
た
、
次
年
度
私
費
外
国
人
留
学
生
入
試
に

も
申
請
希
望
者
が
お
り
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
て
、
留
学
生
の
受
け
入
れ
の
裾
野
が
一
気
に
拡
大

し
ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
、
相
互
の
信
頼
関
係
を
更
に
強
化
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
展
望

北
見
工
業
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
学
内
の

予
算
に
よ
り
、
今
年
９
月
に
情
報
通
信
系
教
員
２
名

（
講
座
担
当
教
員
）
を
現
地
に
派
遣
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
来
日
で
き
な
か
っ
た

学
生
も
含
め
、
よ
り
多
く
の
学
生
と
教
職
員
が
専
門

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
を
提
供
し
ま

す
。
同
時
に
、
進
学
説
明
会
も
実
施
し
、
モ
ン
ゴ
ル

か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
強
化
も
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
現
在
、
本
学
機
械
電
気
系
の
教
員
も
新
モ

ン
ゴ
ル
工
科
大
学
と
教
員
交
流
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
は
機
械
電
気
系
で

の
交
流
促
進
も
拡
大

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
、
全
分
野
で

の
交
流
を
目
指
し
、

実
績
を
積
み
な
が
ら

前
に
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

学
外
で
は
、
地
元

の
北
見
市
と
の
連
携

を
模
索
し
、
国
際
協

力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
の
「
草
の
根
協

力
事
業
（
地
域
活
性

型
）
」
に
お
い
て
、

情
報
分
野
で
の
採
択

を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
モ
ン
ゴ
ル

で
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
他
の
分
野
（
看

護
・
道
路
等
）
で
も

実
績
は
あ
り
ま
す
が
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
知

見
を
活
か
し
、
情
報

分
野
で
も
国
際
協
力

活
動
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
、

学
術
・
人
的
交
流
を

更
に
促
進
し
、
北
見

の
地
よ
り
諸
問
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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